
講演会のご案内

かづき れいこ 先生
プロフィール
1973年 金蘭短期大学英文科　卒業
2000年 新潟大学歯学部非常勤講師となる。
2004年 東京女子医科大学にて非常勤講師となる。
2005年 新潟大学大学院医歯学総合研究科　

博士課程　修了
2006年 大阪市立大学医学部、広島大学歯学部、日

本医科大学形成外科にて非常勤講師となる。
2008年 大阪大学歯学部招聘教員となる。
2014年 「公益社団法人顔と心と体研究会」を

発足させる。
 順天堂大学大学院医学研究科協力研

究員となる。

　リハビリメイクとは、瘢痕や皮膚疾患による外観の
悩みをカバーするメイクで、1995年に私が提唱しまし
た。患部を隠すことを目的としたカバーメイクとは違
い、精神的ケアも含めてメイクを行うことで患部の受
容を促し、社会復帰することを目標としています。歯
科領域においては口唇口蓋裂、口腔癌手術後の瘢痕な
どが主な適用症例ですが、口元は外観イメージの形成
において重要な役割を持つ部位で、前述のような症状
がなくても悩みを持つ方が多くいます。今回は、リハ
ビリメイクおよび歯科治療中の外観の重要性とQOLに
ついてお話しいたします。

歯科治療と美へのこだわり　－リハビリメイクの観点から11月26日（土） 19：00～20：30

牛窪　敏博 先生
プロフィール
1988年 朝日大学歯学部卒業
1992年 うしくぼ歯科開業
2001年 東京医科歯科大学大学院医歯学総合

研究科
 歯髄生物学教室専攻生修了
2008年 ペンシルバニア大学歯内療法学教室
 インターナショナルプログラムエンドドン

ティックレジデント 卒業
2011年 東京歯科大学歯科保存学講座専攻生修了
大阪市にて歯内療法専門医院開設

うしくぼ としひろ 　エンドの考え方は昔も今も変わりません。しかし器材の
進歩やマテリアルの改良で2000年以降目まぐるしく変化し
ております。このような変遷の中、歯内療法に関連するトラ
ブルが増加しているのも事実です。だからこそ原点に戻り、
エンドの基礎を再考し臨床の現場で起こりうる偶発症へは
どのように対応すべきか検討する必要があります。もちろん
予防は最善の策ですが、この点においても提案させて頂き
ます。今回のセミナーではトピック毎に解説し、最後に
Q&A形式でまとめる内容としております。このようなスタイ
ルでの講演を行うことにより、多くの先生方にとっての臨床
ヒントが増えれば幸いと考えております。

エンドの基礎とトラブルシューティング11月27日（日） 10：00～11：30

石原　美樹 先生
プロフィール
1989年 愛知学院歯科衛生士専門学校卒業
同年 愛知県刈谷市　二村歯科医院勤務
1991年 愛知県海部郡　月星歯科クリニック勤務
1997年 月星歯科クリニック退社
 フリーランスとなる
2006年 日本歯周病学会認定歯科衛生士取得
 名古屋歯科医師会附属歯科衛生士専門学校

非常勤講師
2008年 スタディーグループKOKOを設立
2009年 名古屋ユマニテク歯科製菓専門学校非常勤講師
2010年 日本インプラント学会　専門歯科衛生士取得
2011年 日本臨床歯周病学会　認定歯科衛生士取得
2012年 日本医療機器学会　第２種滅菌技士

いしはら み　 き

11月27日（日） 12：15～13：45
　歯周治療においての臨床力とは、病気を治せる力とそれを
維持するためのサポート力だと思います。
　病気を治すためには、感染のコントロールがもっとも重要で
あり、歯科衛生士が行うSRPは技術レベルそのものが治癒の
差としてでてきます。技術はすぐに習得できるものではありませ
んが、経験を積み自分自身で考察していくことの繰り返しが大
切です。そしてそれ以上に重要なことは患者さんのホームケア
の自立になってきます。これが１番の鍵となるのではないでしょ
うか。歯周治療はベーシックに１つ１つきちんと進めていけば、
効果はおのずとでてくるのです。
　今回は私の臨床の中で患者さんを治癒に導くために気を
付けている点をいくつかお伝えしたいと思います。

歯科衛生士として治癒に導く力

田代　浩史 先生
プロフィール
1999年 東京医科歯科大学歯学部卒業
2000年 DES歯学教育スクール保存修復学担

当講師
2003年 東京医科歯科大学大学院修了
 歯科用高性能接着剤の研究にて博士

号を取得
2003年 田代歯科医院（浜松市）開業
2007年 国立大学法人東京医科歯科大学
 非常勤講師（齲蝕制御学）

たしろ ひろし 　日々の臨床におけるコンポジットレジン修復の適応
は、接着材・コンポジットレジンなどの修復材料の進
化を受け、大きく転換しようとしています。クリニッ
クの中で、ドクター・スタッフ・患者さんがコンポ
ジットレジン修復の臨床的価値を共有し、多くの臨床
状況に適応可能な即日・審美修復へと転換するきっか
けを作っていきましょう。
　又、制度の高い接着修復実践のために必要な修復手
順の学術的根拠を示し、材料選択の基準を整理する。

接着技術に適応したコンポジット修復の発想転換11月27日（日） 14：30～16：00

定員 120名費用1,000円

定員 60名費用3,000円

定員 60名費用2,000円

定員 60名費用3,000円



お申し込み FAX：0742-61-6481

講演会申込書
日時：
平成28年

場所：奈良ロイヤルホテル
■下記申込書に必要事項をご記入の上、FAXにてお申込みください。

ご勤務先

おなまえ　DR．DT．DH．DA

15：00～21：30 9：00～17：00
11月26日土・27日日

ご住所

TEL（　　　　　　）　　　－
FAX（　　　　　　）　　　－

講演会申込書

講演日程
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11月27日（日） 11月27日（日）
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奈良市北永井町 372 番地　奈良事務機別館
TEL 0742-61-6480　FAX 0742-61-6481

※定員になり次第締切らせて頂きます。
※当日は、正式な受付完了後にお届けする受講票を必ずご持参いただき
講演会会場入口にて受付をお済ませ下さい。

定員60名
費用3,000円

定員120名
費用1,000円

定員60名
費用3,000円

定員60名
費用2,000円

お申込はFAXにて、受付開始10月3日（月）より。


